令和７年度　佐伯市学力定着状況調査結果について
佐伯市立佐伯東小学校

令和７年１２月に実施されました「佐伯市学力定着状況調査」の結果についてお知らせします。
４年生を対象に実施された本調査において、本校児童の結果は以下の通りとなっています。今回の調査結果により明らかになった各教科における課題について分析し、教職員による授業改善の取組を一層充実させ、児童の学力定着に向けて努力して参ります。
なお、本調査によって測定されるのは学力の特定の一部分であることを申し添えます。
　※赤文字→目標値を下回ったもの　　※青背景→全国平均以上、赤背景→全国平均未満

【成果と課題】
▲全ての領域で、目標値を下回った。
▲漢字を書くことや言葉の使い方等、言語に関する基礎的な知識･技能が定着していない。
▲物語の内容を読み取ったり、自分の考えを明確にして文章を書いたりする力が十分に身についていない。
【今後の取組】
・言語環境の充実はもとより、楽しく・わかる国語科の授業を目指し、指導のあり方を見直し改善する。
国語
本校
目標値
市
全国
教科全体
65.1
68.8
71.1
70.4
基礎
69.6
72.9
75.4
75.0
活用
56.4
61.1
63.0
61.6
記述
58.0
65.0
70.4
67.6











算数
本校
目標値
市
全国
教科全体
74.3
64.1
72.0
65.7
基礎
74.7
66.1
73.3
66.7
活用
73.6
60.5
69.6
63.7
記述式
64.0
35.0
48.3
39.9


【成果と課題】
○全ての領域において全国平均を上回った。
▲概数の表し方や計算の決まりの活用、１８０度より大きい角の大きさの求め方について、目標値を大きく下回った。
【今後の取組】
・効果を上げている少人数指導については、今後も方法を工夫しながら、継続して行う。
・ノート指導や学習内容定着に向けた取組などの指導スキルを向上させるための研修を引き続き実施する。









理科
本校
目標値
市
全国
教科全体
71.7
67.5
72.9
70.1
基礎
75.2
71.0
76.6
73.8
活用
63.0
58.8
63.6
60.6
記述式
52.0
45.0
47.4
46.6


【成果と課題】
○全ての領域において全国平均を上回った。
▲実験結果をもとに説明したり、日常の事象と学習内容とを結びつけて考察したりする内容の正答率が低い。
【今後の取組】
・実感を伴った理解を深められるよう、授業の中に実験や観察を適切に取り入れるようにする。
・予想や仮説をたて、目的や方法を明確にして実験や観察ができるような指導上の工夫を行う。









１

[bookmark: _GoBack]佐伯市学力定着状況調査の分析ワーク（グループ協議）のまとめ
R8.2.18
教頭

調査結果をもとに、これからの授業改善について協議する。（国語科を中心に）

	児童の課題
	授業改善のポイント、これからの実践で使えそうなことなど

	▲「漢字」が定着していない。





▲文章を読み慣れていない。



▲情報の取り出し、取り出した情報の再構成、表現の力がついていない。








▲文や文章を読むことへの抵抗・苦手意識が強い。
	○書けるようになるまで根気強く指導・支援する。
　（「練習」「確かめ」「やり直し」の繰り返し）
○学習プリント等の「名前」は、漢字で書くように習慣づける。
○文や文章を書くときには、学習した漢字を使うようにさせる。
　（呼びかける、気付いたら指摘して書き直させる）

○「並行読書」の取組を充実させるとともに、文章を読むことへの意欲を高める工夫をする。
　（読む本のリストを作り、読んだ本にシールを貼っていく）

○教材文の中で、大事な文に線を引かせる。関連した表現は、線や矢印などでつなぐ。
○教師が交流場面のモデルを見せる。（望ましい交流の仕方の動画をつくり、児童に見せる。）
○低学年のうちから、相手意識を持ってペア活動を仕組む。（一方的に「伝えて終わり」にしない。「質問」「同意」などの表現をするよう促す）
○「ペープサート」や「吹き出し」など、自分の考えを表現しやすい場や方法を工夫する。
○日常の出来事やニュースなどを話題にし、そのことについて「どう思うか」「なぜそう思うのか」を言語化させる（書く・話す）活動を仕組む。

○「国語」を好きになるための環境づくり。
　（教室内や廊下等に、「国語」に関する学びの足跡を残す。漢字や言葉のクイズを掲示する。）
○教師が「国語」を好きになる。進んで本を読む。文や文章を書く。
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